
概要 

本事業への取組みの経緯 

西日本屈指のリサイクル工場 

当社の「宇部テクノリサイクルセンター」は宇

部テクノパーク内にある平成 19 年に操業開始し

た新鋭工場だ。容器包装プラスチックの取扱量は

年間 11,000 ㌧に上り、中国地方５県の合計収集

量 47,000 ㌧の 23％に当たる。更に、プラスチッ

ク再商品化製品を年間 5,000 ㌧生産する西日本

有数の大型施設である。 

プラスチック容器包装の再資源化が進む 

現在、国内でリサイクルされる容器包装の素材

は、大別するとガラス・ＰＥＴ(ボトル)・紙・プ

ラスチックの４種類ある。 

容器包装プラスチックとは マークがつ

いているカップ･トレイ類、ボトル類、ポリ･ラッ

プ類、フタ･キャップなどをいう。それらのプラ

スチックには、ＰＥ（ポリエチレン）、ＰＰ（ポ

リプロピレン）、ＰＳ(ポリスチレン)がいろいろ

な割合で混合して使われている。 

ＰＳの比重は 1.04～1.07 で水より大きく、Ｐ

Ｅ･ＰＰの比重は 1.00 未満なので、水に入れる

とＰＳは沈む。つまり、ＰＳは湿式比重分離法で

分けることができる。このため一般の再商品化プ

ラスチックはＰＥ･ＰＰ混合品であり、ＰＥ･ＰＰ

の割合は一定ではない。 

再商品化プラスチックの多くは、コンテナやゴ

ミ箱などの雑貨、植木鉢などの園芸農業用資材、

杭や枕木などの建築土木用資材に加工されるが、

その品質は不安定で高級品には使用されない。 

使いやすい再商品化製品への要望 

ＰＥ･ＰＰの混合比率によってプラスチックの

物性に変化が生じるため、成型事業者は添加剤の

使用や成型条件の変更などで調整している。 

結果として、成型コストも高くなり、使用用途

は限られている。この課題を解決するため、ＰＥ

とＰＰを選別して、安定した組成の再商品化プラ

スチックを求める声は高まっていた。 

本事業の内容 

タイムリーな光学選別機の導入 

ＰＥとＰＰは似通った性質のプラスチックで

あり、選別は決して容易ではない。手選別はたい

へんな手間がかかる。風力選別、静電選別や比重

選別なども試されてはいるが精度が低い。 

近赤外分光法を利用した光学選別が提案され

ていたが、大量高速選別にはハードルが高かった。  

しかし、カメラ式センサーシステムの導入とセ

ンサー分解能力の向上によって、識別精度が急速

に高まり、ＰＥあるいはＰＰをエアノズルで狙っ

て吹き飛ばすシステムの完成度も上がった。 

山口県産業技術センターの支援 

ＰＥ･ＰＰの組成と、成型品の強度などの物性

の関係性を掴むことは容易ではない。さまざまに

組成を変えた再商品化プラスチックからテスト

ピースを成型し、強度や柔軟性を評価するには、

特殊な装置も必要だ。試作と評価を繰り返す実験

には、大変な時間と費用が掛かる。 

この課題解決に貢献したのが、山口県産業技術

センターの開放設備の利用であり、企業支援部か

らの支援だった。困ったことは直ちに相談して、

光学選別機の運転条件を、試運転開始から半年余

りという短期間で確立することができた。 

安全な操業とメンテナンス性への配慮 

光学選別機ラインは、複数のベルトコンベアが

走る複雑なレイアウトであり、労働安全やメンテ

ナンス面での不安があった。そこで、装置間に十

分な点検スペースを設け、ステージや通路で分け

るなど徹底的な配慮を行った。 

事業の成果と波及効果 

不況に強い高品位再商品化製品 

光学選別機導入の効果で、当社の再商品化ペレ

ットは品質が安定して使いやすい。 

中国経済の減速などプラスチック製品の需要

が大きく減退したが、いち早く高品位製品の製造

に取り組んでいた結果、当社製品の需要は底堅く、

フル生産を続けている。 

技術を深めて人財が育つ 

元々は 1 種類だった当社の再商品化プラスチ

ックペレットは、現在では５つのグレードになり、

製品規格も厳しくなった。製造現場では、細かい

仕様を調整して、良品を製造している。 

オペレーターは、現場での試行錯誤を通じて、

品質管理の知識が深まり、顧客の要望に応えた製

品をつくるという意識が根付いてきた。 

今後の展望 

再商品化製品の品質を向上させ、安定させるこ

とで、用途は自動車用のパネルやカバーなど、高

付加価値部品へも拡がっていくだろう。 

生産技術を高め、品質管理のレベルを上げ、容

器包装プラスチックのリサイクル率を一層向上

して、循環型社会の構築につなげることが「宇部

テクノリサイクルセンター」の使命である。 

光学選別機による容器包装プラスチックの PE、PP 素材の 

単一選別・量産化 
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株式会社広島企業 
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〒731-0125 広島市安佐南区大町西１-24-40 

＜宇部テクノリサイクルセンター＞ 

〒759-0132 山口県宇部市大字山中 700-13 
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資本金額 1,000 万円 従業員数 109 人 

業種 プラスチック製品製造業 

企業概要  

廃棄物収集運搬処理・水処理施設総
合管理・ビルメンテナンスの事業に取
り組み、「リデュース・リユース・リサ
イクル」で循環型社会の構築に貢献す
る株式会社広島企業は、山口県宇部テ
クノパークに「宇部テクノリサイクル
センター」を平成 18 年 9月に竣工。 
プラスチック材料、ビン･カン･ペッ

トボトル、発泡スチロールのリサイク
ルを行う西日本有数の施設である。 

 

回収される容器包装プラスチックは素材の種類が多い。再商品化製品の大半はＰＥ、

ＰＰの混合ペレットである。宇部テクノリサイクルセンターでは、光学選別機による

新たな単一選別システムを導入して、高品位ペレットの量産に成功した。 

＜導入された光学選別機ライン＞ 

（２台の選別機を直列に配置して、ＰＥ単一･

ＰＰ単一･混合の３種に分別する。） 

＜再商品化ペレット＞ 

左)ＰＥ単一ペレット 右)ＰＰ単一ペレット 


